
 

  

家庭学習 P-up(パワーアップ)週間が終わって 1 カ月が経ちまし

た。子ども達の家庭学習の様子はいかがでしょうか。各学年、学習も

だんだんとまとめの時期に入ってきます。学期末テストでは、4月に学

習した内容からも出題されます。もう忘れてしまっていることも十分に

考えられます。宿題に 5 分プラスして、教科書を読み直すとテスト前

の準備が楽になります。さらに問題を解き直したり、まとめられたりす

ると学習内容の定着につながります。 

今後も「学びの習慣」がつけられるように支援を行っていきたいと

思います。また、各ご家庭においてそれぞれ温かいサポートを引き続

きよろしくお願いいたします。今号では6年生の家庭学習の様子を紹

介します。 
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家庭学習の意味 学習を実りあるものに 

家庭学習が習慣化できると、中学校以降の学びにも大きな影響を与えていきます。定期テ

ストをスムーズに迎えられることはもちろんですが、知りたいと思ったことや興味を持ったこと

について追求探求しようとする力が育まれていきます。生涯にわたって、あらゆる機会に、あ

らゆる場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会、「生涯

学習社会」を目指すにあたって非常に大事な力になります。６年生の時の学習の姿をイメージ

しながら、学びの習慣化を目指し、積み重ねていきましょう。 

まだまだ、一人ではできないことがたくさんあります。「宿題やりなさい。」「もう宿題はし

た？」だけでは、動かない子が多いのではないでしょうか。保護者の皆さんも、時には一緒に

なって学んだり、一緒になって悩んだりしていただけたらと思います。子どもにとって、一番身

近なよき理解者であり、一番身近なよきモデルを目指していきましょう。 

 

めあてと振り返りがあったり、お家の方

に手伝ってもらったり、テスト勉強をして

みたりと素敵な学びが見えてきます。 

「ちりも積もれば山となる」 


